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な
っ
た
後
、
新
緑
眩
し
い
牧
場
に
放
た
れ

て
い
き
ま
し
た
。

牛
た
ち
も
最
初
は
見
知
ら
ぬ
場
所
に
来

た
せ
い
か
、
歩
く
姿
も
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な

い
様
子
で
し
た
が
、
環
境
に
慣
れ
る
に
従

い
、
嬉
し
そ
う
に
草
地
に
飛
び
出
し
、
青

草
を
美
味
し
そ
う
に
食
ん
で
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
牛
た
ち
は
十
月
下
旬
ま
で
各

地
の
公
共
牧
場
で
放
牧
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
秋
に
は
、
牛
た
ち
が
健
康
に
大
き
く

育
ち
、
お
腹
の
中
に
新
し
い
命
を
宿
し
て
、

元
気
に
飼
い
主
の
元
へ
戻
る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
桜
の
便
り
は
い
つ
に
も
ま
し
て

遅
く
、
網
走
管
内
で
は
、
五
月
下
旬
に

や
っ
と
開
花
を
迎
え
ま
し
た
。
農
家
各
位

も
天
候
不
順
の
た
め
に
農
作
業
が
大
幅
に

遅
れ
て
気
を
揉
む
毎
日
だ
っ
た
か
と
存
じ

ま
す
。

そ
の
中
、
各
地
区
の
公
共
牧
場
も
四
月

下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
の
降
雪
降

雨
の
影
響
で
受
入
準
備
が
整
わ
ず
、
昨
年

と
対
比
す
る
と
八
日
遅
れ
の
五
月
二
十
四

日
の
生
田
原
八
重
牧
場
と
遠
軽
弥
生
牧
場

を
皮
切
り
に
、
牛
の
受
入
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

牛
舎
か
ら
家
畜
運
搬
車
に
乗
っ
て
、
公

共
牧
場
に
運
ば
れ
た
牛
た
ち
は
、
一
頭
ず

つ
個
体
確
認
と
駆
虫
剤
の
塗
布
を
お
こ

ががが放たれるがが放たれが放たれるるが放たれる

草原に放たれまし草原に放たれましたた

各各各
地
区
公
共
牧
場
で
牛
の
受
入
開
始

各各
地
区
公
共
牧
場
で
牛
の
受
入
開

各
地
区
公
共
牧
場
で
牛
の
受
入
開
始始

各
地
区
公
共
牧
場
で
牛
の
受
入
開
始

今月の主な記事
各地区公共牧場で牛の受入開始 ２〜３

豊穣の秋を祈念して
〜平成２５年の定植播種開始〜 ４

チューリップフェアで牛乳無料配布
ＪＡ青年部産業廃棄物回収
えんゆう農協和牛振興会定期総会 ５

特別寄稿
「ＴＰＰ参加にわが町の未来はあるのか？」
湧別町長 原田 雅美 ６

第１５回ＪＡえんゆう農事部親睦
パークゴルフ・ゴルフ大会要項 ７

今年のホルスタインショウシーズン開幕
えんゆうブラック＆ホワイトショウ ８

北見ブラック＆ホワイトショウ
北海道ブラック＆ホワイトショウ ９

遠軽厚生病院だより １０〜１１

一般介護生活支援金制度のお知らせ １１

家畜防疫カレンダーをご活用下さい
牛のサルモネラ症に注意しましょう １２

クロスワードパズル
デントコーンの播種作業開始
退職者挨拶 １３

理事会のあらまし
読者の声 １４

ＪＡバンクサマーキャンペーン １５

ほくでんからのお願い
いもたま作造くん １６

表紙写真：玉葱の定植作業の様子
（上湧別屯田市街地 小崎勝敏さん）
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新新新緑眩しいまきばに牛１２００頭新新緑眩しいまきばに新緑眩しいまきばに牛牛１２００頭１２００頭新緑眩しいまきばに牛１２００頭

５月２９日に受入開始した遠軽見晴牧場では２１１５月２９日に受入開始した遠軽見晴牧場では２１１頭頭の牛たちがの牛たちが

生田原八重牧場（５生田原八重牧場（５月月２４２４日、６月５日〜６日）日、６月５日〜６日）

白滝支湧別・東白滝牧場（５白滝支湧別・東白滝牧場（５月月２７日２７日））

遠軽弥生牧場（５遠軽弥生牧場（５月月２４２４日）日）

上湧別旭・富美牧場（５上湧別旭・富美牧場（５月月３０３０日〜日〜３１３１日）日）
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四
月
下
旬
か
ら
、
各
地
区
の
圃
場
で
は

甜
菜
の
定
植
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
他
の
農
作
物
同
様
、
甜
菜
も
作

業
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
状
況
の
中
、
農

家
各
位
も
少
し
で
も
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
に
朝
早
く
か
ら
日
没
前
ま
で
定
植
な
ら

び
に
直
播
に
よ
る
甜
菜
の
植
付
が
お
こ
な

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
天
候
等
の
影
響
で
地
区
全
般

的
に
糖
度
不
足
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
今

年
は
巻
き
返
し
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

上
湧
別
地
区
で
は
、
四
月
下
旬

か
ら
玉
葱
の
定
植
作
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

玉
葱
の
定
植
作
業
は
、
各
農
家

が
家
族
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
総

動
員
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

定
植
作
業
が
進
む
と
、
圃
場
は
鮮

や
か
な
緑
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷

い
た
よ
う
に
眩
し
く
目
に
映
り
ま

し
た
。

今
年
の
上
湧
別
地
区
で
は
、
玉

葱
耕
作
者
五
九
戸
が
極
早
生
か
ら

晩
生
の
五
品
種
、
合
計
五
四
九
ha

の
栽
培
を
計
画
し
て
お
り
、
八
月

上
旬
か
ら
始
ま
る
収
穫
で
は
、
昨

年
同
様
の
豊
作
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

白
滝
地
区
の
馬
鈴
薯
栽
培
農
家
で
は
、

「
白
滝
じ
ゃ
が
」
の
植
付
作
業
が
、
約
二
週

間
遅
れ
の
五
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

最
近
、「
じ
ゃ
が
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
中
心

に
し
た
販
売
促
進
活
動
で
話
題
の
「
白
滝

じ
ゃ
が
」
で
す
が
、
今
回
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
大
久
保
淳
さ
ん
で
は
、
男
爵
や

北
あ
か
り
を
中
心
に
七
品
種
四
．
五

の
ha

植
付
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
昨

年
同
様
、
美
味
し
い
「
白
滝
じ
ゃ
が
」
が

収
穫
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

豊穣の秋を祈念して 〜平成２５年の定植播種開始〜

玉

葱

圃場作りと並行して定植が進められていきます
（写真：上湧別４の３宍戸正幸さん） 移植機に苗を入れていく上湧別屯田市街地の小崎光さん

馬

鈴

薯

夫婦で力を合わせて定植していきます
（写真：遠軽町清川の伊藤裕樹さん）

甜

菜

馬鈴薯の植付作業の様子
（写真：上白滝の大久保淳さん）
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え
ん
ゆ
う
農
協
和
牛
振
興
会
第
七
回
定
期
総
会
が
、
五

月
九
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
多
目
的
会
議
室
に
て
、
会
員
一
〇
名

中
八
名
の
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
来
賓
に
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

北
海
道
を
迎
え
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に

収
支
決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
、
研
修
会
と
ビ
ー
フ
ラ
ン
ド
で

会
員
が
肥
育
し
た
牛
肉
で
懇
親
会
を
お
こ
な
い
、
盛
会
の

う
ち
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
は
、
五
月
二
十
六
日
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
に

よ
る
牛
乳
の
無
料
配
布
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
観

光
客
が
来
場
し
て
お
り
、
開
始
前
か
ら
配
布
場
所
の
前
に

は
長
蛇
の
列
が
出
来
、
今
回
用
意
し
た
牛
乳
五
〇
〇
個
も

配
布
開
始
か
ら
三
〇
分
ほ
ど
で
無
く
な
る
賑
わ
い
で
、
盛

会
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
で
は
、
五
月
二
日
、
八
日
、

十
五
日
の
合
計
三
日
間
で
各
地
区
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
産
業
廃
棄
物
回
収
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
回
収
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
地
区
ご
と
に
分

か
れ
て
実
施
し
、
二
日
に
上
湧
別
地
区
、
八
日
に
遠
軽
地

区
、
十
五
日
に
丸
瀬
布
・
白
滝
・
生
田
原
地
区
で
回
収
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

部
員
た
ち
が
各
農
家
か
ら
回
収
し
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
廃
棄
物
を
集
荷
場
所
に
持
ち
寄
り
、
回
収
業
者
に

引
き
渡
し
ま
し
た
。

えんゆう農協和牛振興会定期総会の様子

多くの方々にご来場していただきました

廃棄物回収した部員各位お疲れ様でした

Ｊ
Ａ
青
年
部
産
業
廃
棄
物
回
収
を
実
施

え
ん
ゆ
う
農
協
和
牛
振
興
会
定
期
総
会

上
湧
別
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
で

牛
乳
五
〇
〇
個
を
無
料
配
布
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は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
農
業
に
と
っ
て
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
へ
の
参
加
に
対
し
、
私
と
い
た
し
ま

し
て
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、
道

や
町
村
会
を
始
め
、
関
係
機
関
、
団
体

か
ら
も
情
報
を
収
集
し
、
わ
が
町
の
農

業
や
生
活
に
影
響
が
生
じ
る
と
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、
交
渉
か
ら
撤
退
す

る
な
ど
万
全
な
対
応
を
行
う
よ
う
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
行
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

我
々
や
そ
の
子
孫
た
ち
に
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
農
作
物
の
供
給
と
生

活
を
守
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。最

後
に
、
今
年
も
組
合
員
の
皆
様
が

豊
穣
の
秋
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
ご

記
念
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
本
町
農
業
の
振
興
に

対
し
御
尽
力
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

交
渉
の
参
加
に
つ
い
て
、
先
日
政
府
か

ら
参
加
す
る
旨
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
い
る
全
て

の
国
か
ら
の
同
意
を
得
て
、
七
月
の
交

渉
会
合
に
参
加
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
も
交
渉
内

容
は
一
切
国
民
に
公
表
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
交
渉
会
合
参
加
後
に
内
容

が
開
示
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

既
に
参
加
国
間
で
合
意
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
に
覆
る
こ
と
は

な
い
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
日
本
が
特
例
を
求
め
て
い

る
５
品
目
（
米
、
麦
、
牛
・
豚
肉
、
乳

製
品
、
甘
味
資
源
作
物
）
に
つ
い
て
も
、

既
に
合
意
さ
れ
た
事
項
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
。
参
加
し
て
み
な

い
と
条
件
が
わ
か
ら
な
い
交
渉
に
参

加
す
る
危
う
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
対
し
て
、
あ
る

国
会
議
員
の
談
話
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容

が
農
産
物
に
不
利
な
内
容
で
あ
れ
ば
、

交
渉
を
や
め
脱
退
す
れ
ば
い
い
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
国
家
間
の
交

渉
の
場
に
途
中
か
ら
参
加
し
、
自
国
の

思
惑
ど
お
り
に
な
ら
な
い
か
ら
と

言
っ
て
、
即
刻
、
交
渉
の
場
か
ら
脱
退

す
る
こ
と
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日

本
の
信
頼
を
著
し
く
損
な
う
と
の
理

由
で
、
結
果
的
に
途
中
脱
退
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

「
農
業
者
の
中
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

し
関
税
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
を
歓
迎

す
る
方
が
い
る
」
と
い
っ
た
内
容
の
報

道
も
あ
り
ま
す
が
、
付
加
価
値
の
高
い

作
物
を
海
外
に
出
荷
し
て
い
る
よ
う

な
一
部
の
農
業
者
は
歓
迎
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
内
の

農
業
者
が
米
や
麦
か
ら
一
斉
に
付
加

価
値
の
高
い
農
作
物
へ
の
転
換
を
お

こ
な
う
こ
と
は
、
今
ま
で
の
経
営
形
態

や
労
働
力
の
面
か
ら
不
可
能
と
い
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
仮
に
作
目
を
転

換
し
た
と
し
て
も
、
国
内
の
生
産
競
合

に
よ
り
、
供
給
過
多
と
な
り
販
売
価
格

の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

現
実
問
題
と
し
て
窮
地
に
追
い
込
ま

れ
る
の
は
、
農
業
者
を
始
め
、
国
全
体

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
遺
伝

子
組
換
作
物
の
導
入
や
、
化
学
肥
料
・

農
薬
の
使
用
量
を
増
や
す
な
ど
、
コ
ス

ト
計
算
を
重
視
し
た
「
も
の
づ
く
り
」

と
な
り
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
、
わ
が
町
が
進

め
て
い
る
農
業
の
振
興
策
か
ら
は
遠

く
及
ば
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

日
本
は
世
界
の
中
で
も
「
国
産
」
に

対
す
る
思
い
が
非
常
に
強
い
国
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
「
国
内
で
生
産
さ
れ

た
品
物
は
安
全
・
安
心
で
あ
る
」
と
い

う
大
き
な
信
頼
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
の
信
頼
は
永
き
に

亘
る
日
本
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
よ
り
こ
の

信
頼
を
も
失
う
危
険
性
が
あ
る
の
で

原 田 雅 美湧別町長

＝＝特別寄稿＝特別寄稿＝＝

ＴＴＴＰＰ参加にわが町の未来はあるのか？ＴＴＰＰ参加にわが町の未来はあるのかＴＰＰ参加にわが町の未来はあるのか？？ＴＰＰ参加にわが町の未来はあるのか？

ＴＰＰ交渉参加反対特別寄稿連載の
終了のお知らせならびに寄稿者各位
へのお礼について

昨年１２月号より、６回に渡って連載いたし

ましたＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉

参加反対にかかわる特別寄稿の連載を今月号

で終了させていただきます。

寄稿をお寄せいただいた当地域の六名の有

識者各位には改めて感謝申し上げます。



詣 ひざし ２０１３.６

第１５回ＪＡえんゆう農事部親睦パークゴルフ大会要領

１．目 的 組合員相互及び各農事部の連携性と親睦を深めると共に、健全なる

娯楽と健康の増進を図ることを目的とし開催する。

２．日時及場所 日 時 平成２５年７月１２日（金）９時００分（雨天決行）

場 所 湧別町上湧別五鹿山パークゴルフ場 ☎２−３１１１

３．出 場 資 格 組合員及び農業に従事する家族・従業員

４．開 会 式 場 所 上湧別五鹿山パークゴルフ場 ロッジハウス前

受付開始 午前９時

集合時間 午前９時３０分

開 会 式 午前９時４０分

競技開始 午前１０時

５．競 技 方 法 ２７ホール、ハンディキャップあり（最高２０）

プレー代は無料。

６．参 加 申 込 ６月１３日までに、各地区農事部長さんまで申し込み下さい。

第１５回ＪＡえんゆう農事部親睦ゴルフ大会要領

１．目 的 パークゴルフと同様。

２．日時及場所 日 時 平成２４年７月１２日（金）９時００分（雨天決行）

場 所 上湧別リバーサイドゴルフ場 ☎２−３４８６

３．出 場 資 格 組合員及び農業に従事する家族・従業員

４．開 会 式 場 所 １番ホール前

集合時間 午前８時３０分（受付は、各自で済ませる）

開 会 式 午前８時４０分

競技開始 午前９時００分

５．競 技 方 法 １８ホールストロークプレー、ダブルペリア（ＨＣ６０打ち切り）

プレー代は各自負担。

６．参 加 申 込 ６月１３日までに、各地区農事部長さんまで申し込み下さい。

虚虚虚虚虚虚虚虚

虚虚虚虚虚虚虚虚



ひざし ２０１３.６ 警

四
月
二
十
七
日
、
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同

志
会
主
催
「
第
一
二
回
え
ん
ゆ
う
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
」
が
遠
軽
町
多
目
的
広
場
（
遠
軽
町
学
田
二

丁
目
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
審
査
員
に
湧
別
町
酪
農
家
の
久
保
拓
也
氏
を

招
き
、
酪
農
家
各
位
が
慈
し
み
育
て
た
我
が
家
自
慢
の

乳
牛
三
〇
頭
が
月
齢
別
に
分
け
ら
れ
た
九
ク
ラ
ス
で
、

体
型
の
美
し
さ
や
骨
格
の
力
強
さ
な
ど
、
乳
牛
に
求
め

ら
れ
る
資
質
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

当
日
は
悪
天
候
の
下
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

観
客
が
審
査
員
の
序
列
付
け
を
予
想
す
る
ジ
ャ
ッ
ジ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
や
子
供
た
ち
が
牛
を
リ
ー
ド
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
な
ど
、
会
場
全
体
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
も
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
、
閉
会
式
後
の
懇
親
会
で
は
、
全
員
で
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
鍋
を
囲
ん
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、

盛
会
の
う
ち
に
散
会
と
な
り
ま
し
た

第
一
部
一
位

菊
地

遥
生
（
遠
軽
町
湯
の
里
）

第
二
部
一
位

菊
地

一
輝
（
遠
軽
町
湯
の
里
）

第
三
部
一
位

竹
内

皓
大
（
上
湧
別
富
美
）

第
四
部
一
位

竹
内

皓
大
（
上
湧
別
富
美
）

第
五
部
一
位

青
柳

圭
介
（
上
湧
別
富
美
）

第
六
部
一
位

木
村

吉
里
（
生
田
原
清
里
）

第
七
部
一
位

木
村

吉
里
（
生
田
原
清
里
）

第
八
部
一
位

山
口

一
行
（
上
湧
別
上
富
美
）

第
九
部
一
位

志
鎌

英
敏
（
上
湧
別
富
美
）

未
経
産
最
高
位

第
四
部

竹
内

皓
大
（
上
湧
別
富
美
）

未
経
産
準
最
高
位

第
二
部

菊
地

一
輝
（
遠
軽
町
湯
の
里
）

経
産
最
高
位

第
八
部

山
口

一
行
（
上
湧
別
上
富
美
）

経
産
準
最
高
位

第
九
部

志
鎌

英
敏
（
上
湧
別
富
美
）

最高位・準最高位受賞牛と出品者最高位・準最高位受賞牛と出品者、、
審査員、関係者で記念撮審査員、関係者で記念撮影影

牛をリードする湯の里の菊地一輝く牛をリードする湯の里の菊地一輝くんん

審査員の久保拓也氏（湧別町酪農家審査員の久保拓也氏（湧別町酪農家））

序列審査の様子。悪天候の中、皆さんお疲れ様でした

シシショウシーズン開幕シシショウシーズン開幕ショウシーズン開幕

◇
シ
ョ
ウ
の
主
な
結
果（
敬
称
略
）◇

えええ
ん
ゆ
う
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

えええ
ん
ゆ
う
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

え
ん
ゆ
う
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ



軽 ひざし ２０１３.６

今今今年のホルスタイン今今今年のホルスタイン今年のホルスタイン
北北北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

北北北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

第
三
部
五
位

木
村
吉
里
（
生
田
原
清
里
）

第
三
部
六
位

青
柳
圭
介
（
上
湧
別
富
美
）

第
四
部
三
位

竹
内
洋
文
（
上
湧
別
富
美
）

第
五
部
二
位

山
口
一
行
（
上
湧
別
上
富
美
）

第
一
〇
部
一
位
・
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

山
口
由
幹
（
遠
軽
町
若
咲
内
）

第
一
一
部
一
位

木
村
吉
里
（
生
田
原
清
里
）

第
一
一
部
三
位

山
口
一
行
（
上
湧
別
上
富
美
）

第
一
二
部
五
位

木
村
吉
里
（
生
田
原
清
里
）

第
一
五
部
同
志
会
牛
群

三
位

リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
イ
ウ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

山
口
由
幹
（
遠
軽
町
若
咲
内
）

五
月
十
一
日
、
第
三
九
回
北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ

イ
ト
シ
ョ
ウ
が
北
見
管
内
畜
産
総
合
施
設
（
訓
子
府

町
）
で
お
こ
な
わ
れ
、
管
内
全
域
か
ら
九
五
頭
、
え
ん

ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
か
ら
は
、
会
員
六

名
一
一
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。

審
査
は
、
家
畜
改
良
事
業
団
十
勝
種
雄
牛
セ
ン

タ
ー
の
福
屋
茂
生
氏
が
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
月
齢
別
に

分
け
ら
れ
た
部
ご
と
に
競
い
合
い
ま
し
た
。

え
ん
ゆ
う
勢
の
成
績
も
上
位
入
賞
が
続
出
し
、
同

志
会
牛
群
で
も
三
位
と
な
り
、
遠
軽
町
若
咲
内
の
山

口
由
幹
さ
ん
が
出
品
し
た
リ
ッ
プ
ラ
ン
ド
＝
ア
ポ
ロ

＝
ス
タ
ー
＝
ダ
ー
ハ
ム
号
が
、
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー

ミ
デ
ィ
ウ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
す
る
な
ど
、

好
成
績
を
収
め
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
出
来
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
一
位

竹
内
樹
来
（
上
湧
別
富
美
）

第
三
部
二
位

情
野
祐
樹
（
生
田
原
豊
原
）

第
三
部
四
位

竹
内
洋
文
（
上
湧
別
富
美
）

五
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
、
二
〇
一

三
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

が
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安

平
町
早
来
）
で
開
催
さ
れ
、
全
道
各
地
か

ら
二
七
二
頭
、
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

改
良
同
志
会
か
ら
は
、
会
員
四
名
五
頭
を

出
品
し
ま
し
た
。

審
査
は
、（
株
）ト
ミ
ー
ヒ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
取
締
役
社
長
の
荒
木
俊

彦
氏
が
務
め
、
月
齢
別
に
分
け
ら
れ
た
部

ご
と
に
、
乳
牛
に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
え
ん
ゆ
う
勢
も
健
闘
し
、

二
頭
が
上
位
入
賞
す
る
好
成
績
を
お
さ
め

ま
し
た
。

北北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆＆

ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウウ

◇
シ
ョ
ウ
の
結
果（
敬
称
略
）◇

チャンピオン決定戦に挑む山口由幹さチャンピオン決定戦に挑む山口由幹さんん

牛をリードする上湧別富美の竹内樹来さ牛をリードする上湧別富美の竹内樹来さんん

同志会牛群では３位入賞しまし同志会牛群では３位入賞しましたた



イ
プ
で
す
。
脳
に
障
害
が
あ
っ
た
り
、
認

知
症
が
あ
る
場
合
に
起
こ
り
ま
す
。
部
屋

に
手
す
り
を
つ
け
た
り
、
下
げ
や
す
い
ズ

ボ
ン
に
し
た
り
、
部
屋
と
ト
イ
レ
を
近
く

す
る
な
ど
の
工
夫
で
尿
漏
れ
を
予
防
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

女
性
は
便
秘
に
な
り
や
す
い

便
秘
と
は
、
３
日
以
上
排
便
が
な
い
場

合
、
ま
た
は
、
毎
日
排
便
が
あ
っ
て
も
残

便
感
（
便
が
ま
だ
し
た
い
感
じ
）
が
あ
る

場
合
を
さ
し
ま
す
。
し
か
し
、
３
日
排
便

が
な
く
て
も
平
気
な
方
も
い
る
な
ど
、
感

じ
方
に
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
我
慢
す
る

こ
と
が
便
秘
の
主
な
原
因
で
す
。

①
便
秘
解
消
に
役
立
つ
食
べ
物

野
菜
、
果
物
、
豆
類
、
海
草
は
便
秘
解

消
に
効
果
的
で
す
。
特
に
、
リ
ン
ゴ
、
ひ

じ
き
、
ワ
カ
メ
な
ど
は
便
秘
に
効
果
的
な

い
、
ま
た
は
漏
れ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
で
す
。

似
た
よ
う
な
状
態
で
「
過
活
動
膀
胱
」

と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
脳
血
管

障
害
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
場
合
、

こ
の
タ
イ
プ
の
尿
失
禁
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
治
療
は
お
薬
（
抗
コ
リ
ン
剤
、

β
３
刺
激
剤
）
を
飲
ん
だ
り
ト
イ
レ
に
行

く
時
間
を
少
し
づ
つ
延
ば
し
て
い
く
訓
練

（
膀
胱
訓
練
）
を
し
ま
す
。

③
溢
流
尿
失
禁

一
見
、
尿
が
漏
れ
て
い
る
が
、
実
は
膀

胱
の
中
に
尿
が
充
満
し
て
溢
れ
出
て
し
ま

う
タ
イ
プ
で
す
。
前
立
腺
肥
大
症
や
糖
尿

病
、
脊
椎
損
傷
な
ど
の
場
合
に
起
こ
る
の

で
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
病
気
の
治
療
を
行

い
ま
す
。
尿
は
膀
胱
の
中
で
溢
れ
て
い
ま

す
の
で
、
尿
道
に
自
分
で
管
（
く
だ
）
を

入
れ
て
、
尿
を
出
す
練
習
が
必
要
で
す
。

④
機
能
性
尿
失
禁

ト
イ
レ
ま
で
歩
け
な
い
、
下
着
を
う
ま

く
下
げ
ら
れ
な
い
、
ト
イ
レ
の
場
所
が
わ

か
ら
な
い
た
め
に
尿
漏
れ
し
て
し
ま
う
タ

が
加
齢
と
と
も
に
大
き
く
膨
ら
み
尿
道
を

圧
迫
す
る
こ
と
で
、
尿
が
『
出
に
く
く
』

な
り
ま
す
。
一
方
女
性
は
、
加
齢
と
と
も

に
、
骨
盤
底
筋
群
と
い
う
、
膀
胱
や
子
宮
、

腸
な
ど
を
支
え
、
尿
道
、
膣
、
肛
門
を
締

め
て
い
る
筋
肉
が
弛
む
た
め
、
尿
が
『
漏

れ
や
す
い
』
で
す
。
骨
盤
底
筋
群
の
弛
み

は
女
性
ホ
ル
モ
ン
や
妊
娠
・
出
産
も
影
響

し
て
い
ま
す
。

尿
失
禁
は
大
き
く
分
け
て
４
つ
あ
り
ま
す

①
腹
圧
性
尿
失
禁

く
し
ゃ
み
や
咳
を
し
た
と
き
、
重
い
荷

物
を
持
っ
た
と
き
な
ど
、
お
な
か
に
力
が

入
る
と
漏
れ
て
し
ま
う
タ
イ
プ
で
す
。
治

療
は
お
薬
（
β
２
刺
激
剤
）
を
飲
ん
だ
り

治
療
や
手
術
（
Ｔ
Ｖ
Ｔ
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
）
を
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
骨
盤
底
筋

を
鍛
え
る
こ
と
で
尿
漏
れ
が
改
善
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
骨
盤
底
筋
体
操
）

②
切
迫
性
尿
失
禁

尿
が
し
た
い
と
感
じ
た
ら
我
慢
が
難
し

お
い
し
く
食
べ
て
、
し
っ

か
り
排
泄
す
る
～
こ
れ
は
人

の
暮
ら
し
の
基
本
で
す
。
毎

日
の
生
活
の
中
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
『
排
泄
』。
な

に
げ
な
く
自
然
に
行
わ
れ
て

い
る
行
為
で
す
が
、
年
齢
を

重
ね
る
と
共
に
様
々
な
問
題

が
生
じ
て
き
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
今
日
は
尿
失
禁
と
便

秘
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

男
性
は
『
出
に
く
い
』

女
性
は
『
漏
れ
や
す
い
』

男
性
と
女
性
で
は
、
加
齢

に
伴
っ
て
起
こ
る
障
害
や
悩

み
も
異
な
り
ま
す
。
男
性
の

場
合
、
前
立
腺
と
い
う
臓
器

遠軽厚生病院だより

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

中

川

恵

高
齢
者
と
介
護
者
の
た
め
の
排
泄
ケ
ア

●
排
便
編
～
便
秘
に
つ
い
て

尿
失
禁
の
種
類
と
治
療
、
ケ
ア

便
秘
に
対
す
る
ケ
ア

●
排
尿
編

～
尿
失
禁
に
つ
い
て

ひざし ２０１３.６ 頚
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水
に
溶
け
る
タ
イ
プ
の
食
物
繊
維
が
豊
富

で
す
（
水
溶
性
食
物
繊
維
）。
ま
た
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
オ
リ
ゴ
糖
も
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

②
ト
イ
レ
に
座
る
姿
勢
が
ポ
イ
ン
ト

洋
式
ト
イ
レ
の
場
合
、
や
や
前
か
が
み

で
軽
く
足
を
広
げ
た
姿
勢
が
、
排
便
に
適

し
た
姿
勢
で
す
。

③
朝
食
後
の

分
が
勝
負

３０

食
べ
物
が
胃
に
入
る
と
、
胃
や
腸
が
活

発
に
動
き
出
し
ま
す
。
こ
の
影
響
で
、
便

が
し
た
い
感
じ
は
食
後

分
に
起
こ
り
や

３０

す
い
で
す
。
空
腹
の
と
き
に
、
冷
た
い
水

を
飲
ん
だ
と
き
に
も
同
じ
現
象
が
起
こ
り

ま
す
。
朝
食
後
の
ト
イ
レ
習
慣
は
、
理
に

か
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

排
泄
に
関
す
る
障
害
、
悩
み
は
人
に

よ
っ
て
様
々
で
す
。
ま
た
、
そ
の
原
因
も

様
々
で
す
。
原
因
が
わ
か
れ
ば
治
せ
る
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
治
せ
な
く
て
も
適
切
な

ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
と
家
族
の

生
活
が
一
変
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

排
泄
に
関
し
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

【排泄に関する相談室】
開設日：毎月第１火曜日 １５：００～１６：３０
受 付：不要です。直接、泌尿器科外来にお越しいただくか、お電話でのご連絡

でもかまいません。
お願い：普段、お薬を飲まれている方は、「お薬手帳」をご持参ください。

担 当：皮膚・排泄ケア認定看護師 中川 恵

「コスモスの郷ゆうゆう」入居費（家賃・共益費）を軽減します。
対 象 者：正組合員、准組合員（※員外者は、ＪＡに出資して准組合員になっていただく事で支援が受け

られます）
入 居 条 件：１年以上継続入居、食事サービスの利用、介護およびデイサービスの当組合の利用等
支援率決定：介護度を証明する書類を添付の上、要支援・要介護度により審査し、１0％、または２０％
支 援 期 間：概ね5年間とします。

【お問合せ先】「コスモスの郷ゆうゆう」（℡0158-42-4165）
担当 斎野または岡村まで

通 常
入居費

支援後
入居費

食 費共益費
30,000

支援割合家賃
47,000

支援率支援・要介護度

120,800

106,100

43,800

20,000１/３42,300１０％

１
要支援

２
１

要介護
２

96,40015,000１/２37,600２０％
３
４
５

単位:円

※５月号誌面で支援率区分に誤りがあり、支援率２０％の適用は『要介護３以上』になります。お詫びして訂正申し上げます。
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＝遠軽町家畜自衛防疫組合からのお知らせ＝

家家
畜
防
疫
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
活
用
下
さ

家
畜
防
疫
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
活
用
下
さ
いい

こ
の
度
、
遠
軽
町
、
Ｊ
Ａ
、
普
及

セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｏ
エ
Ｓ
Ａ
Ｉ
オ
ホ
ー

ツ
ク
で
構
成
さ
れ
る
遠
軽
町
家
畜
自

衛
防
疫
組
合
で
は
、
農
場
に
訪
問
し

た
方
々
を
記
録
す
る
た
め
に
、
農
場

訪
問
者
記
録
用
の
「
家
畜
防
疫
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
国
の
飼
養

衛
生
管
理
基
準
で
、
牧
場
内
に
畜
産

関
係
者
等
の
入
出
場
を
記
録
し
、
一

年
間
保
管
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
記
帳
の
簡
単
さ
と
保
管

の
し
や
す
さ
を
考
慮
し
て
作
成
さ
れ
、

遠
軽
町
内
九
三
戸
の
家
畜
飼
養
者
に

配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
畜
舎
の
入
口
に
取

り
付
け
て
来
訪
者
に
記
入
し
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
、
表
面
に
ビ
ニ

ー
ル
を
被
せ
て
汚
れ
が
付
着
し
な
い

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー

の
中
に
は
月
ご
と
に
家
畜
衛
生
の
留

意
点
を
標
語
と
し
て
表
記
し
て
い
ま

す
。材

料
費
も
印
刷
代
込
で
一
冊
二
〇

〇
円
弱
と
の
話
で
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ

ー
の
企
画
・
作
成
を
担
当
し
た
遠
軽

町
役
場
農
政
林
務
課
の
斉
藤
主
任
は
、

「
ぜ
ひ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
来
訪
記
録
の
記
帳
と
保
管

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
試
作
品

な
の
で
使
用
し
た
ご
意
見
や
ご
感
想

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
来
年
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
家

畜
飼
養
者
各
位
の
家
畜
防
疫
に
対
す

る
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

入口に設置した家畜防疫カレンダー（上）
と出入口に掲げた記入のお願い文章（下）
（写真：社名淵みどり牧場さんの設置例）
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〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ６月２５日（火）

５月号の答えは「ニユウバイ」でした。
やっと暑いと感じる天気になってきま
したね。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て
外
さ
な
い
よ
う
に
ね

３

日
本
三
名
園
の
一
つ
、
兼
六
園
が
あ
る

県

７

旅
館
で
お
客
さ
ま
の
お
世
話
を
し
ま
す

８

豆
類
を
暗
い
場
所
で
発
芽
さ
せ
た
も
の

９

釣
っ
た
魚
を
入
れ
ま
す

焼
き
肉
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
牛
の
第
１

１０

胃な
か
な
か
止
ま（
ヒ
ッ
ク
）ら
な
い
ん
だ

１１

よ
ね（
ヒ
ッ
ク
）

弓
に
矢
を
つ
が
え
て
狙
い
ま
す

１５

明
け
れ
ば
夏
本
番

１６

リ
ボ
ン
を
ち
ょ
う

に
し
た

１８

柔
道
場
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
も
の

２０

人
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と

授

２１

粉
、

呼
吸

温
泉
地
の
多
い
静
岡
県
の

半
島

２２

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

打
ち
上
げ
、
線
香
、
ね
ず
み
と
い
え
ば

２

布
で

を
し
て
ス
イ
カ
割
り
を
し
た

４

短
歌
の
七
・
七
の
部
分

５

虫
よ
け
の
た
め
布
団
を
囲
ん
で
つ
る
し

ま
す

６

日
本
風
に
し
つ
ら
え
た
部
屋
の
こ
と

野
球
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
手
に
は
め
ま

１０

すヤ
ッ
ホ
ー
（
ヤ
ッ
ホ
ー
）

１２

３
Ｄ
映
像
は

的
に
見
え
ま
す

１３

「

を
曲
げ
る
」
と
は
、
気
分
を
損

１４

ね
て
わ
ざ
と
意
地
悪
く
振
る
舞
う
こ
と

の
ご
と
く
金
銭
を
使
う

１７

尺
貫
法
の
長
さ
の
単
位
の
一
つ

１９

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

１

１１

１４

１０３

１６

２０８

２１

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

２

５

６

９

Ｃ

Ｂ

Ａ

７

１５

４

Ｄ

１９

１２

１３

１７

Ｅ

１８

２２

湧 別 町 開 盛

湧別町４の３

遠軽町生田原八重

山口 幸子 さん
武藤 秀子 さん
西原 弘子 さん

Ｊ
Ａ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
今
年

の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
播
種
が
五
月
十
七
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
他
の
農
作
物
同
様
、
四
月
下

旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
の
天
候
不

順
に
よ
り
、
圃
場
作
業
が
遅
延
し
た
た

め
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
約
一
〇
日
遅

れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
播
種

作
業
は
、
六
月
上
旬
ま
で
お
こ
な
わ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
五

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
よ
り
本
所
営
農
課
コ

ン
ト
ラ
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

の
間
に
は
組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、
役

職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に

数
々
の
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
な
が
ら
も
、

ご
指
導
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
え
ん
ゆ
う

農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

デデ
ン
ト
コ
ー
ン

デ
ン
ト
コ
ー
ン
のの

播
種
作
業
も
開

播
種
作
業
も
開
始始ＪＡコントラクターによる播種作業の様子

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

退

職

者

挨

拶
横 尾 洋 介



春
先
の
天
気
が
悪
く
農
作
業
が
進
み

ま
せ
ん
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
、
天
気
が
良
く
な

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
暖
か
い
日
と
畑
仕

事
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

畑
の
ば
あ
さ
ん
）

今
年
の
天
気
は
本
当
に
困
り
ま
す
ね
。

五
月
号
の
ひ
ざ
し
、
沢
山
の
写
真
入

り
で
中
身
が
見
え
る
よ
う
で
良
か
っ
た

で
す
。
毎
月
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ひ
さ
し
ぶ
り
の
青
空

の
下
で
仕
事
を
し
て
、
と
て
も
気
持
ち

の
良
い
一
日
で
し
た
。

好
天
が
続
い
て
、
遅
れ
て
い
る
農
作

業
を
進
め
た
い
で
す
ね
。

（
匿
名
）

い
つ
も
「
ひ
ざ
し
」
を
読
ん
で
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
ろ

そ
ろ
良
い
天
気
が
続
い
て
欲
し
い
で
す

ね
。毎

日
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

や
っ
と
カ
ッ
コ
ウ
も
鳴
い
た
の
で
、
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

（
匿
名
）

花
も
一
斉
に
咲
き
始
め
て
、
五
月
下

旬
か
ら
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

い
よ
い
よ
熊
も
畑
に
姿
を
見
せ
始
め
、

昨
日
、
要
注
意
の
知
ら
せ
が
来
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
山
菜
採
り
に
は

気
を
つ
け
て
、
鈴
な
ど
を
持
っ
て
行
か

れ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。（

匿
名
）

く
ま
も
ん
な
ら
姿
を
見
せ
て
も
良
い

の
で
す
が
、
熊
と
は
出
会
い
た
く
な
い

で
す
ね
。
山
に
入
ら
れ
る
方
は
自
衛
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

や
っ
と
畑
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ね
。
主
人
も
頑
張
っ
て
朝
三
時
か

ら
起
き
て
畑
作
り
を
し
て
お
り
、
頭
が

下
が
り
ま
す
。
先
日
、
農
協
か
ら
援
農

に
来
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。

色
々
ご
迷
惑
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
サ
ポ
ー
ト
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

今
年
の
春
は
本
当
に
天
気
が
悪
く
て

困
り
ま
し
た
が
、
や
っ
と
こ
れ
か
ら
農

繁
期
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故

に
は
気
を
付
け
て
、
農
作
業
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読
者
の
声

第
四
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
第
１
四
半
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ

い
て

二
．
第
１
四
半
期
財
務
状
況
に
つ
い
て

三
．
人
事
異
動
に
つ
い
て

四
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
財
務
・
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

報
告
」
に
つ
い
て

五
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

六
．
第
一
回
酪
農
専
門
部
会
の
結
果
に
つ

い
て

七
．
介
護
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
事
業
状
況
お

よ
び
コ
ス
モ
ス
の
郷
ゆ
う
ゆ
う
入
居

状
況
に
つ
い
て

八
．
㈱
遠
軽
交
通
、
㈱
え
ん
が
る
葬
祭
、

㈱
遠
軽
農
業
振
興
公
社
の
決
算
状
況

に
つ
い
て

九
．
そ
の
他

・
ホ
ク
レ
ン
高
生
産
性
草
地
更
新
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て

・
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
販
売
に
つ
い
て

◇
議

案

一
．
夏
の
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
他
の
実
施

に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
長
期
共
済
一
斉
推
進
の
実
施
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
農
事
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
ゴ
ル
フ
大

会
の
開
催
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
（
業
務
お

よ
び
財
産
状
況
説
明
書
類
）
の
作
成

お
よ
び
行
政
庁
に
対
す
る
縦
覧
開
始

届
け
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ひざし ２０１３.６ 鯨

先
月
発
行
い
た
し
ま
し
た
「
ひ
ざ
し
」

Ｎ
ｏ
．
一
七
一
号
の
文
章
中
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
訂
正
申
し
上
げ
ま
す
。

五
ペ
ー
ジ
「
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫

出
荷
作
業
」

本
文
二
段
目
一
〇
行
目

誤

「
二
〇
ペ
ー
ジ
」

正

「
一
八
ペ
ー
ジ
」

一
二
ペ
ー
ジ
「
春
季
農
事
部
懇
談
会
」

本
文
二
行
目

誤

「
秋
季
農
事
部
懇
談
会
」

正

「
春
季
農
事
部
懇
談
会
」

お
詫
び
と
訂
正

理

事

会

の

あ

ら

ま

し
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農耕機械等と送電線の接近・接触に

よる事故は、広範囲な地域にわたって

停電となり社会的混乱を招く事態とな

るばかりでなく、感電人身災害に発展

する恐れがあります。

農業経営の皆様には、肥料・農薬散

布、収穫等で送電線の付近を作業する

ことがあると思われますが、特に大型

のハーベスター、スプレーヤー等を使

用される場合には電力線と接近・接触

する恐れがありますので、安全に作業

を進めていただきますようお願いいた

します。

連絡先：北海道電力㈱

紋別電力センター送電課

電 話：（０１５８）２３−４２４９

または、最寄の北海道電力㈱の事業所
へ連絡下さるようお願いいたします。

送送送電線付近では十分注意して下さい！送送電線付近では十分注意して下さい送電線付近では十分注意して下さい！！送電線付近では十分注意して下さい！


